







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（１） 和訳箇所は、『丹珠爾（対勘本）: 中華大藏經』第69巻，pp. 578-628に相応する。
（２） 羅什訳では、「仏知見に入れる」と「仏知見の道に入れる」を１つにしている。
苅谷定彦「四佛智見の本文想定」『印度学仏教学研究』12-1, 1964, pp. 170-173
を参照。知見については、藤井教公「仏知見の解釈をめぐって」『印度学仏教
学研究』31-2, 1983, pp. 818-821を参照。
（３） 前稿と同じように、『法華経』の引用箇所に対して、梵（ケルン）、蔵（中村瑞
隆）、漢（鳩摩羅什訳、『大正新脩大蔵経』）の該当箇所をあげておく。
 ［46］Skt. 39.3-5; Tib. 39.3-5; Chin. 7a12-14.
（４） 709b16-21:【53】經 爾時佛告至當爲汝説 賛曰三快勅也風驚秕落霜殞貞存佛許
説而驚其心振威神而令起去故以枝條退爲佳唱貞實住而許説輕薄虚疎故譬枝葉敦
重堅固乃同貞實佳音古鮭反善好也膎音戸佳反南人謂鮭脼也
（５） ［47］Skt. 29.5-8; Tib. 39.5-9; Chin. 7a14-16.
 漢文はこのセクションを２つに分けて（7a14-15, 15-16）注釈を行っているが、
チベット語訳は引用文も１つにまとめている（［46］＝【54・54】）。















（７） ［48］Skt. 39.8-10; Tib. 39.9-10; Chin. 7a16-17.
（８） 709c19-20:【56】經 舍利至言不虚妄 賛曰此勸信也智解局者未能證達故標不虚勸
其生信
（９） ［49］Skt. 39.10-11; Tib. 39. 11; Chin. 7a17-18.
（10） 709c21-22:【57】經 舍利弗至意趣難解 賛曰下第二段明説有二初標後釋此標也
（11） ［50］Skt. 39.11-13; Tib. 39.11-14; Chin. 7a18-21.




（13） ［51］Skt. 39.13-40.1; Tib. 39.14-15; Chin. 7a21-22.




（15） ［52］Skt. 40.1-8; Tib. 39.16-40.11; Chin. 7a22-28.





























































































































 712c16:【62】經 舍利弗至出現於世 賛曰。第三結也
（19） ［53］Skt. 40.9-13; Tib.40.12-13; Chin. 7a29-b1.































































































































































（21） ［54］Skt. 40.13-15; Tib. 40.13-14; Chin. 7b2-3.






（23） ［55］Skt.40.15; Tib. 40.15; Chin. 7b3-4.





（25） ［56］Skt. 40.15-41.5; Tib. 40.15-41.6; Chin. 7b4-6.
（26） この注釈書は、『法華論』のことである。T. 1519, 7b22-25: 言方便者於小乘中觀
陰界入厭苦離苦得解脱故於大乘中諸波羅蜜以四攝法攝取自身他身利益對治法




















（29） ［57］Skt. 41.5-9; Tib. 41.6-11; Chin. 7b6-7.
（30） 717a29-b3:【67】經 是諸衆生至一切種智 賛曰此明過去已度衆生得道皆同初雖
作二乘後皆作佛得一切種智一切種智即佛正智種別能知一切法故正是牛車
（31） ［58］Skt. 41.10-15; Tib. 41.12-18; Chin. 7b7-10.
（32） 717b4-5:【68】經 舍利弗至一佛乘故 賛曰此明未來佛法式同
（33） ［59］Skt. 41.15-20; Tib. 41.19-23; Chin. 7b10-11.
（34） 717b6-7:【69】經 此諸衆生至一切種智 賛曰此明未來當度衆生得道皆同
（35） ［60］Skt. 42.1-5; Tib. 42.1-5; Chin. 7b11-15.
（36） 717b8-11:【70】經 舍利弗至一佛乘故 賛曰此明現在佛法式同饒益者利益之安樂
者與樂也拔苦與樂與智與福與世出世果與小果大果如次配之
（37） ［61］Skt. 42.5-7; Tib. 42.6-7; Chin. 7b15-16.
（38） 717b12-13:【71】經 是諸衆生至一切種智 賛曰此明現在衆生得道皆同
（39） ［62］Skt. 42.7-11; Tib. 42.7-12; Chin. 7b16-18.





















（42） ［63］Skt. 42.12-43.2; Tib. 42.13-43.2; Chin. 7b18-22.





（44） ［64］Skt. 43.2-3; Tib. 43.2-3; Chin. 7b22-23.
（45） この注釈書は、『法華論』のことである。T. 1519, 7b26-28: 界中尚無二乘何況有
三如是等故無二乘者謂無二乘所得涅槃唯有如來證大菩提究竟滿足一切智慧名大
涅槃．T. 1520, 17a04-5: 十方世界中尚無二乗何況有三如是等故無二乘者無二乘
涅槃唯佛如來證大菩提究竟滿足一切智慧名大涅槃

















（48） ［65］Skt. 43.4-5; Tib.43.4-5; Chin. 7b23-24.
（49） この注釈書は、『法華論』のことである。T. 1519, 7c10-13: 自此以下如來説法爲
斷四種疑心應知何等四疑一疑何時説二疑云何知是増上慢人三疑云何堪説四疑云
何如來不成妄語．T. 1520, 17a15-17: 自此已下説法爲斷四種疑應知何等四種一者
何時説二者云何知増上慢三者云何堪説四者云何不成妄語
（50） この注釈書は、『法華論』のことである。T. 1519, 7c13-14: 諸佛如來於何等時起
種種方便説法爲斷此疑．T. 1520, 17a17-19: 何時説者諸佛如來於何等時起種種方
便説法爲斷彼疑．
（51） 菩薩地持經，T1581, 928c23-24: 謂今世短壽人極壽百歳是名命濁
（52） 大智度論，T1509, 59b19-20: 四種悉檀一者世界悉檀二者各各爲人悉檀三者對治
悉檀四者第一義悉檀．
（53） 十地經論，T1522, 128a26: 清淨者不濁故



























































（55） ［66］Skt. 43.5-8; Tib. 43.5-8; Chin. 7b24-27.
















（57） ［67］Skt. 43.8-10; Tib. 43.8-11; Chin. 7b27-29.





（59） ［68］Skt. 43.11-13; Tib. 43.12-14; Chin. 7b29-c3.
（60） 719c22-25:【78】經 又舍利弗至皆是増上慢人 賛曰此顯増上慢者相凡夫得第四禪
未離三界染自謂眞二聖是阿羅漢最後之身究竟涅槃不求正覺心不信向是増上慢
（61） ［69］Skt. 43.13-15; Tib.43.14-16; Chin. 7c3-5.




（63） ［70］Skt. 43.15; Tib. 43.16; Chin. 7c5.








（65） ［71］Skt. 43.15-44.2; Tib. 43.16-44.2; Chin. 7c5-7.
（66） 720a17-21:【81】經 所以者何至是人難得 賛曰此釋前標我滅度後以無良縁善方便
誘諸趣寂中多愚於法於此等經受持解義乃爲難得不解意故故我滅後有眞二聖不聞
不知但化菩薩
（67） ［72］Skt. 44.2-3; Tib. 44.2-3; Chin. 7c7.





（69） ［73］Skt. 44.3-4; Tib. 44.3-4; Chin. 7c7-9.









（71） ［74］Skt. 44.5-8; Tib. 44.5-7; Chin. 7c9-12.






（73） ［75］Skt. 44.8-14; Tib. 44.7-13; Chin. 7c13-18.













 720c24-26:【87】經 斯人尠福徳至唯有諸眞實 賛曰法障也夙造匱法業法障在身不
堪聞法故尠少也鮮尠倶得
（75） ［76］Skt. 45.1-2; Tib. 45.1-2; Chin. 7c19-20.
（76） 漢文は18偈半である。








（78） ［77］Skt. 45.3-6; Tib. 45.3-6; Chin. 7c21-24.




（80） ［78］Skt. 45.7-8; Tib. 45.7-8; Chin. 7c25-27.
（81） 大乘阿毘達磨集論，T1605, 686a25: 何等契經謂以長行綴緝略説所應説義
（82） 大乘阿毘達磨雜集論，T. 1606, 743c04: 應頌者即諸經中或中或後以頌重頌
（83） 大乘阿毘達磨集論 T. 1605, 686b11: 何等縁起謂因請而説
（84） 成唯識論述記集成 T. 2266, 48b18-19: 論議者謂諸經典循環硏覈摩呾理迦













































































（86） ［79］Skt. 45.9-10; Tib. 45.9-10; Chin. 7c28-8a1.
チベット語訳『妙法蓮華註』  「方便品」和訳（2）（望月）
（ 57 ）









（90） 723a15-18:【92】經 我設是方便至當得成佛道 賛曰下第二段有七頌半第四令住中
分四一頌標一頌釋四頌半會一頌勸住此初也初設二權爲令究竟入於佛慧住一乘故
（91） ［81］Skt. 45.13-14; Tib. 45.13-14; Chin. 8a4-5.




（93） ［82］Skt. 46.1-2; Tib. 46.1-2; Chin. 8a6-7.
（94） 723a26-b3:【94】經 我此九部法至以故説是經 賛曰下四頌半會中分三一頌顯小
法非眞説爲大本一頌半顯大法勝妙爲勝人説二頌結成勝妙人法勸捨非妙人法此初
也隨順初機説此九部爲入大本非究竟也故應住大
（95） ［83］Skt. 46.3-4; Tib. 46.3-4; Chin. 8a8-10.









（97） ［84］Skt. 46.5-8; Tib. 46.5-8; Chin. 8a11-14.






（99） ［85］Skt. 46.9-10; Tib. 46.9-10; Chin. 8a15-16.
（100） 723b29-c1:【97】經 聲聞若菩薩至皆成佛無疑 賛曰此勸住也讃法聞益勸住大乘
（101） ［86］Skt. 46.11-12; Tib. 46.11-12; Chin. 8a17-19.








（103） ［87］Skt. 46.13-14; Tib. 46.13-14; Chin. 8a20-22.







（105） ［88］Skt. 47.1-2; Tib. 47.1-2; Chin. 8a23-24.






（107） ［89］Skt. 47.3-4; Tib. 47-3-4; Chin. 8a25-27.





（109） ［90］Skt. 47.5-6; Tib. 47.5-6; Chin. 8a28-b1.









（111） ［91］Skt. 47.7-8; Tib. 47.7-8; Chin. 8b2-3.




（113） ［92］Skt. 47.9-10; Tib. 47.9-10; Chin. 8b4-5.
（114） 724b20-23:【104】經 舍利弗當知至如我等無異 賛曰此一頌令悟汝應如我悟先所
不知大乘眞智我昔立誓願令一切衆生與我無異願令悟故願以信欲勝解爲性
（115） ［93］Skt. 47.11-48.4; Tib. 47.11-48.4; Chin. 8b6-14.
 漢文はこのセクションを４つに分けて（8b6-7, 8-9, 10-11, 12-14）注釈を行って
いるが、チベット語訳は１つにまとめている（［93］＝【105・106・107・108】）。
（116） 724b24-27:【105】經 如我昔所願至皆令入佛道 賛曰此一頌令入今者果滿遂昔願
心故化衆生入於佛道道者因義令入八地或初地上不退轉位佛之因故






























































（124） ［95］Skt. 48.9-10; Tib. 48.9-10; Chin. 8b22-27.
 漢文はこのセクションを２つに分けて（8b22-23, 24-27）注釈を行っているが、
チベット語訳は引用文も１つにまとめている（［95］＝【111・112】）。
（125） 725c23-25:【111】經 是故舍利弗至示之以涅槃 賛曰此結不同由如此故爲設方便
初示涅槃且令苦息
















（131） ［98］Skt. 49.5-6; Tib. 49.5-6; Chin. 8c4-5.
（132） 726a26-27:【115】經 如是諸世尊至演説諸法相 賛曰明初開權
（133） ［99］Skt. 49.7-8; Tib. 49.7-8; Chin. 8c6-7.
（134） 726a28-29:【116】經 是諸世尊等至令入於佛道 賛曰明後顯實
（135） ［100］Skt. 49.9-10; Tib. 49.9-10; Chin. 8c8-10.







（137） ［101］Skt. 49.11-14; Tib. 49.11-14; Chin. 8c11-14.
（138） 726b11-16:【118】經 若有衆生類至皆已成佛道 賛曰下二十三頌頌衆生聞法究竟
皆得一切種智爲三初二頌佛在次二十頌滅後後一頌結此初也逢佛聞法修行六度四
攝無量等名種種福徳修佛之因菩薩行故皆已成道










（143） ［103］Skt. 50.3-6; Tib. 50.3-6; Chin. 8c17-20.








（145） ［104］Skt. 50.7-9; Tib. 50.7-9; Chin. 8c21-22.




（147） ［105］Skt. 50.10-12; Tib. 50.10-12; Chin. 8c23-25.






（149） ［106］Skt. 50.13-14; Tib. 50.13-14; Chin. 8c26-27.







（151） ［107］Skt. 50.15-51.2; Tib. 50.15-51.2; Chin. 8c28-9a2.
（152） 727a13-15:【124】經 或以七寶成至皆已成佛道 賛曰此二頌十物嚴飾作像切韻鈆
即錫也有云錫銀 ・ 鈆之間玉篇青金也
（153） ［108］Skt. 51.3-4; Tib. 51.3-4; Chin. 9a3-4.
（154） 727a16-17:【125】經 綵畫作佛像至皆已成佛道 賛曰此頌畫佛
（155） ［109］Skt. 51.5-6; Tib. 51.5-6; Chin. 9a5-6.
（156） 727a18-19:【126】經 乃至童子戲至而畫作佛像 賛曰此頌戲作
（157） ［110］Skt. 51.7-8; Tib. 51.7-8; Chin. 9a7-9.
（158） 727a20-22:【127】經 如是諸人等至度脱無量衆 賛曰此結也具足大悲心者凡所作
善必帶悲心方成到彼岸故成佛道
（159） ［111］Skt. 51.9-10; Tib. 51.9-10; Chin. 9a10-11.
（160） 漢文は、「一頌華供養一頌身業行敬供養」とあり、身業の供養と花の供養の順
序が逆である。





（162） ［112］Skt. 51.11-52.1; Tib. 51.11-52.2; Chin. 9a12-14.










（164） ［113］Skt. 52.2-3; Tib. 52.1-3; Chin. 9a15-16.
（165） 727b19-24:【130】經 或以歡喜心至皆已成佛道 賛曰此以歌唄供養當得大士梵音
聲故梵云婆陟此言讃歎唄匿訛也陳思登漁山聞巖岫誦經清婉遒亮遠谷流響遂擬其
聲而製梵唄故今俗中謂之漁梵冥合西域三契七聲聞倶胝耳等所作也
（166） ［114］Skt. 52.4-6; Tib. 52.4-6; Chin. 9a17-18.
（167） 727b25-28: 經 若人散亂心至漸見無數佛 賛曰此以華供養與前四事中華施何別彼
專善心此以散心故不相違略言供養畫像供養餘像亦得
（168） ［115］Skt. 52.7-8; Tib. 52.7-8; Chin. 9a19-23.
 漢文はこのセクションを２つに分けて（9a19-20, 21-23）注釈を行っているが、
チベット語訳は引用文も１つにまとめている（［115］＝【131・132】）。
（169） 727b29-c3:【131】經 或有人禮拜至或復小低頭 賛曰此明身業行敬供養上歌唄是
語業也其能發心即是意業自餘皆是外財供養三業行供養
 727c4-5:【132】經 以此供養像至如薪盡火滅 賛曰結成供養
（170） ［116］Skt. 52.9-10; Tib. 52.9-10; Chin. 9a24-25.
（171） 727c6-9:【133】經 若人散亂心至皆已成佛道 賛曰此稱佛作佛且擧一稱尚得作佛
何況多稱如藥王藥上經云我常稱五十三佛名故今得作佛即其事也
（172） ［117］Skt. 52.11-12; Tib. 52.11-12; Chin. 9a26-27.
（173） 727c10-11:【134】經 於諸過去佛至皆已成佛道 賛曰頌衆生聞法得種智中此爲第
三結成佛道
（174） ［118］Skt. 52.13-14; Tib. 52.13-14; Chin. 9a28-29.
（175） チベット語訳は「２」とあるが、漢文とチベット語訳の内容から「３」とし
た。
（176） 727c12-16:【135】經 未來諸世尊至亦方便説法 賛曰下六頌半頌未來法中分二初
三頌半標同今説實後三頌重釋前義初中有三一頌標同初方便一頌半標後成説實一
頌釋前所由此初也
（177） ［119］Skt. 53.1-3; Tib. 53.1-53.3; Chin. 9b1-3.
（178） 727c17-19:【136】經 一切諸如來至無一不成佛 賛曰此頌標後成説實令聞法者皆
得作佛佛及衆生二倶合説
（179） ［120］Skt. 53.4; Tib. 53.4; Chin. 9b4-5.
（180） 727c20-21:【137】經 諸佛本誓願至亦同得此道 賛曰釋前所由由本願故
（181） ［121］Skt. 53.5-6; Tib. 53.5-6; Chin. 9b6-7.
（182） 727c22-25:【138】經 未來世諸佛至其實爲一乘 賛曰下三頌重釋前義有二初一頌
明初方便皆爲一乘後二頌明悟三性諸法歸趣所以如此此初也
（183） ［122］Skt. 53.7-10; Tib. 53.7-10; Chin. 9b8-11.


















（185） ［123］Skt. 53.11-12; Tib. 53.11-12; Chin. 9b12-14.
（186） 728b1-3:【140】經 天人所供養至亦説如是法 賛曰下有四頌半頌現在有三初一頌
半標一頌開權顯實二頌顯意此初也
（187） ［124］Skt. 53.13-14; Tib. 53.13-14; Chin. 9b15-16.
（188） 728b4-5:【141】經 知第一寂滅至其實爲一乘 賛曰此初開權後還顯實
 ただし、経文の後半の「一乗」は、羅什訳では「仏乗」である。
（189） ［125］Skt. 53.14-54.2; Tib. 53.15-54.2; Chin. 9b17-20.





（191） ［126］Skt. 54.3-6; Tib. 54.3-6; Chin. 9b21-24.
（192） 728b16-19:【143】經 今我亦如是至皆令得歡喜 賛曰下三十頌半頌我亦如是釋迦
同中分二初二頌標後二十八頌半廣釋此初也初頌今實後頌昔權皆令歡喜漸入道故
（193） ［127］Skt. 54.7-9; Tib. 54.7-9; Chin. 9b25-29.
 漢文はこのセクションを２つに分けて（9b25-26, 27-29）注釈を行っているが、
チベット語訳は１つにまとめている（［127］＝【144・145】）。


























（196） ［128］Skt. 54.10-12; Tib. 54.10-12; Chin. 9c1-3.
 漢文はこのセクションを２つに分けて（9c1-2, 3）注釈を行っているが、チベッ
ト語訳は１つにまとめている（［128］＝【146・147】）。




（198） 729a20-24:【147】經 爲是衆生故而起大悲心 賛曰下三頌思救不可得爲三初半頌
思起因行一頌得果已思一頌半思救不可得此初也見諸衆生有此二縁遂起悲心發心
修行思惟將救
（199） ［129］Skt. 54.13-54.1; Tib. 54.13-55.1; Chin. 9c4-5.










（201） ［130］Skt. 55.2; Tib. 55.2; Chin. 9c6-8.
（202） 729b11-14:【149】經 我所得智慧至云何而可度 賛曰思救不可得有四因故一法深
難解二根鈍難救三著樂難捨四癡盲難悟云何可度
（203） ［131］Skt. 55.3-5; Tib. 55.3-5; Chin. 9c9-12.






（205） ［132］Skt. 55.5-8; Tib. 55.5-8; Chin. 9c13-16.





（207） ［133］Skt. 55.9-10; Tib. 55.9-10; Chin. 9c17-18.
（208） 729c7-9:【152】經 尋念過去佛至亦應説三乘 賛曰且説三乘衆生有益同諸佛故此
同智論重請方許
（209） ［134］Skt. 55.11-14; Tib. 55.11-14; Chin. 9c19-22.




（211） ［135］Skt. 56.1; Tib. 56.1; Chin. 9c23-24.
（212） 729c17-20:【154】經 我等亦皆得至分別説三乘 賛曰下二頌半引己爲證後實初權
中有三初一頌引己爲證次一頌釋此所由後半頌結歸眞實此初也引已初時説三乘也
（213） ［136］Skt. 56.2-4; Tib. 56.2-4; Chin. 9c25-27.




（215） ［137］Skt. 56.5-6; Tib. 56.5-6; Chin. 9c28-29.
（216） 729c25-730a1:【156】經 舍利弗當知至喜稱南無佛 賛曰下二頌念隨權誘分二初頌
聞之敬讃後頌思順彼行此初也有本云稱南無諸佛應從喜稱爲正正言納慕亦言納莫
此云敬禮若言伴談或言伴題此云禮拜舊云和南訛略也
（217） ［138］Skt. 56.7-8; Tib. 56.7-8; Chin. 10a1-2.
（218） 730a2-4:【157】經 復作如是念至我亦隨順行 賛曰思順彼行也既遇良縁勸我權化
思生濁劫應順彼行
（219） ［139］Skt. 56.9-10; Tib. 56.9-10; Chin. 10a3-5.






































（221） ［140］Skt. 56.11-12; Tib. 56.11-12; Chin. 10a6-7.
（222） 漢文は４人である。






























































































（224） ［141］Skt. 56.13-14; Tib. 56.13-14; Chin. 10a8-9.




（226） ［142］Skt. 57.1-4; Tib. 57.1-4; Chin. 10a10-13.




（228） ［143］Skt. 57.5-6; Tib. 57.5-6; Chin. 10a14-15.
（229） 733a27-29:【162】經 我即作是念至今正是其時 賛曰念之應度爲説佛慧令生脩學
今根已熟何得不教
（230） ［144］Skt. 57.7-8; Tib. 57.7-8; Chin. 10a16-17.





（232） ［145］Skt. 57.9-126; Tib. 57.9-12; Chin. 10a18-21.










（234） ［146］Skt. 57.13-14; Tib. 57.13-14; Chin. 10a22-23.
（235） 733c4-6:【165】經 如三世諸佛至説無分別法 賛曰結成法儀也大乘妙理體無分別
三乘不異悉皆作佛故説之也
（236） ［147］Skt. 57.15-58.2; Tib. 57.15-58.2; Chin. 10a24-27.









（238） ［148］Skt. 58.3-6; Tib. 58.3-6; Chin. 10a28-b3.
（239） 733c21-26:【167】經 譬如優曇華至過於優曇華 賛曰喩顯二希也一頌頌法出希一
頌半頌聞讃希聞法及讃歎過優曇華故行眞法行則爲供養三世佛故自聽聞教他聞合
名聞法慶慰聞此云歡喜讃歎聞此云讃行此四種皆眞行故
（240） ［149］Skt. 58.7-8; Tib. 58.7-8; Chin. 10b4-6.
（241） 733c27-28:【168】經 汝等勿有疑至無聲聞弟子 賛曰勸信勿疑
（242） ［150］Skt. 58.9-10; Tib. 58.9-10; Chin. 10b7-8.
（243） 733c29-734a1:【169】經 汝等舍利弗至諸佛之祕要 賛曰歎結深妙此爲諸佛祕藏勝
道
（244） ［151］Skt. 58.11-12; Tib. 58.11-12; Chin. 10b9-10.
（245） 734a2-7:【170】經 以五濁惡世至終不求佛道 賛曰下第二大段有三頌頌破四疑分
三初一頌佛何時出化以三乘出五濁世次一頌云何知増上慢若我弟子自謂阿羅漢不
信此法無有是處一頌云何堪説除佛滅後現前無佛此初也
（246） ［152］Skt. 58.13-14; Tib. 58.13-14; Chin. 10b11-12.
（247） 734a8-12:【171】經 當來世惡人至破法墮惡道 賛曰頌釋云何知増上慢當來惡人不
信此法者多是増上慢不但増上慢所餘惡人亦不能信佛在慢者上已説相滅後難知故
此獨擧
（248） ［153］Skt. 59.1-2; Tib. 59.1-2; Chin. 10b13-14.




（250） ［154］Skt. 59.3-6; Tib. 59.3-6; Chin. 10b15-20.
（251） 『法華経』のサンスクリットとチベット語訳は、144と145の２偈である。
（252） 734a20-23:【173】經 舍利弗當知至自知當作佛 賛曰此中三頌頌品第四大段勸發
喜心令欣作佛初一頌半明佛法皆同不學不了後一頌半勸知生喜欣求作佛如文可解
（ 本研究は科学研究費補助金基盤研究（C）（課題番号16K02161）による成果の一部である）
チベット語訳『妙法蓮華註』  「方便品」和訳（2）（望月）
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